
麟他館で活躍する所蔵模型のご紹介

奈良市庁舎｢第一次大極殿｣/ミュージアム飛騨｢朱雀門｣

　博物館や資料館などでよく見かける｢模型｣。平城

宮跡資料館には、第一次大極殿院と発掘調査の過程

の模型、遺構展示館には内裏と傅積基壇建物の模型

が展示されています。奈良文化財研究所の模型は、

遺跡の当時の状況を再現し、外観や内部の構造を解

明・理解するために設計・制作されたものです。

　奈文研では、このほかにもさまざまな模型を所蔵

しています。そのなかには、他の博物館などで展示

しているものもあります。今回は、それらの模型を

ご紹介します。

【第一次大極殿模型(1/10)】

　かつて遺構展示館にあった模型です。現在は、奈

良市役所の１階ロビーに展示されています。昨年の

平城遷都1300年祭を機に移設しました。このほか

市役所には奈文研所蔵の平城京出土瓦や銭貨が展示

されており、訪れる市民の方々に奈良の都を昧わっ

ていただける空回になっています。

【朱雀門模型(1/10)】

　昨年度は島根県立出雲歴史博物館の企画展や飛鳥

資料館のキトラ展で展示されました。このたび、藤

原京や平城京の造営に飛騨の匠が活躍したことが縁

となって、６月からリニューアルオープンする岐阜

県高山市のミュージアム飛騨の常設展示に貸出すこ

とになりました。　　　(企画調整部　渡漫淳子)
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